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� 問題と目的

第二報（坂本，２００３）において，知的障害養護学校に

おける「個への対応」に活用できる通知表の新しい形式・

内容とその使用方法について検討を行った。そして，教

師の負担を過度に増やすことはなく，保護者との連携を

図りながら，学習形態の枠にとらわれない目標の設定・

評価が可能であることを記述した。しかし，そうした通

知表の新しい使用が「個への対応」を具体化する有効な

手段であるためには，通知表に記述する目標設定と評価

が日々の授業評価と連動するものでなくてはならない。

本報では，熊本県立菊池養護学校小学部（１９９８）の研

究で掲載している知的障害養護学校小学部における生活

単元学習での１単元全体の取り組みを対象とし，検討事

例児１名への目標設定，評価の推移を中心に「個への対

応」の分析を行う。そして，新しい通知表に記述された

目標が授業の目標や手だてにどのように連動しているの

か，また，授業評価が通知表の評価にどのように連動し

ているのかの検討結果を基にして，新しい通知表の授業

レベルでの「個への対応」への有効性を明らかにしたい。

� 検討授業と検討児の概要

１ 検討授業

生活単元学習「ルンルンワールド」。学校祭のメイン会

場（運動場）の一角に，Fig．１に示したように，中央にタ

ワーがあり，滑り台等の大型遊具をカートできる遊園地

が設置された。そして，友だちや教師，近隣の保育園，

小学校の子どもたちと毎日，思いっきり楽しく遊び，学

校祭当日は多くの来場者といっしょに遊ぶ活動が展開さ

れた。

２ 検討事例児

F児（男）。E養護学校小学部５年生に在籍する脳性ま

ひに起因する重度知的障害児。

３ 検討資料

x＋２年度通知表，x＋２年度研究授業「生活単元学習」

学習指導案，関連資料（熊本県立菊池養護学校小学

部，１９９８）

４ 方法

x＋２年度通知表に記載された個別指導目標と，生活単

元学習における週ごとの指導目標や手だてが関連性を

もって設定されているかが検討された。

� 結果

Table１は F児の x＋２年度２学期通知表における「子

どもの様子と子どもへの願い」，「具体的願い」，学期末の

「子どもの育ち」「具体的願いの達成状況」，並びに，x

＋２年度研究授業「生活単元学習」学習指導案等の中か

ら目標（願い），手だてに関するものを抜粋したものであ

る。

x＋２年度２学期の学校生活を迎えるにあたり，学級担

任３名で原案を作成し，小学部７名の教師で F児のとら

えと育ちの願いが検討された。そして，保護者との懇談

を経た「子どもの様子と子どもへの願い」並びに「具体

的願い」の中で，本対象単元に関する記述は Table１に示

したように，「自分から積極的にチャレンジする姿」が中

心的な願いであった。

そして，単元を始めるに当たり，F児の状況の把握と願

い，手だての検討がなされ，Table１のように，「遊び慣れ

ると，自分から繰り返し遊ぶ姿」を大切にし，「教師が遊

具に誘い，そのおもしろさを体感できるようにする」こ

とが確認されている。

まず，第１週目は，「すべての遊具を教師といっしょに＊ 岐阜大学教育学部障害児教育講座
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体験」し，「お気に入りの遊具をみつける」ようにした。

１日目，２日目は大型滑り台に何度も挑戦し，泥だらけ

になって遊んだ。３日目は登校直後から空中ブランコに

乗ると張り切っていたが，いざその場になると尻込みを

してしまった。ただし，大型滑り台で汗びっしょりにな

り，カートに友だちと乗って遊んだ。

第１週目の様子を受け，第２週目は，「F児専用の段

ボール製のマットを用意」し，「お気に入りのルンルン滑

り台で思う存分遊ぶ」ようにした。実際に遊んでみると，

マットを使って自分から繰り返し滑る中，教師を誘い，

腹ばいで，両手を広げ，頭から滑るようになった。また，

第１週目は苦手だったソリに乗る滑り台等にも自分から

挑戦する姿がみられた。さらに，週末の I小学校との交流

活動では，いつもはその遊びの輪から離れがちの F児

も，遊び込んできた大型滑り台で交流校の友だちと繰り

返し滑る姿がみられた。

第３週目は，教師が「ルンルン滑り台でしばらく遊ん

だ後，他の遊具に誘う」ことで，「いろいろな遊具で思いっ

きり遊ぶ」ようにした。第３週目に入った直後から，こ

れまであまり遊んだことのない遊具で自分から遊び始め

た。そして，友だちと距離を競い，繰り返し遊ぶような

姿もみられた。

最終週は「自分で好きな遊びを選ぶ」ようにし，「いろ

いろな遊具で，交流校の友だちと思いっきり遊ぶ」姿を

願った。毎日，交流校の参加もあったが，自分から小学

生や保育園児と空中ブランコやカートに乗って遊び始め

た。学校祭当日も，大型滑り台を中心に，両親を誘い，

自分からいろいろな遊具で遊ぶことができた。

そして，x＋２年度２学期を終えるにあたり，小学部７

名の教師と保護者で F児の育ちとして，「自分からチャ

レンジし，そのおもしろさを体感し，自分の遊びのレパー

トリーに取り込んでいく姿」，「本校の友だち，さらには，

交流校の友だちに自分からかかわりをもち，共に遊ぶ姿」

が確認されている。

� 考察

４週間の取り組みの中で遊びの様子が大きく変化した

F児の育ちにおいて，学期当初に行われた通知表に記述

された「子どもの様子と子どもへの願い」，「具体的願い」

を複数の教師で，更に保護者と検討したことが有効で

あったと思われた。検討の過程で，これまでの F児の遊

びの状況や興味関心が具体的な姿として検討され，遊具

の設定，並びに，教師の具体的な働きかけへと反映され

た。そして，事前の F児のとらえにそって授業が展開さ

れ，F児の遊びの姿に合わせて，その支援が細かに変更さ

れていった。

このように遊び活動であっても，「個への対応」として，

子どもに願う姿の事前の十分な検討と，それを達成する

ための支援の細かな検討は必須であると考える。
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Fig．１ 「ルンルンワールド」の見取り図
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